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1769 年：の ’Adam Smith

，いていえば. 銀は穀物よりも良い尺度である。けだし，

その同一量はより粘密に労働の同一盘を支配するから

•であ% 」という脑開がみられるのであるが,，とのよう

な展丨招は，銀の価格変動と穀物価格に関するこのよう

な精密な歴史的研究をその背後においていたのではな

かんう永一一^同時にそれによって規矩される限界を含 
(20) ， _  

みながらではあるが-T— と考えられるのである。銀の

価値の変動についての歴史的叙述が，何 故 Wealth of

N a t io n sにおいてその第1 編第11常 の 「余論」という

位置づけをあたえられるにいたったかは，別に考察さ

るべきことであって，、以上の手紙からは，もちろん*

'何もV えない> このr余論J は周知のごとく「地代論j 
の 「余論」として展開されているのであって, それは 

独立の一章を擗成するほゼの分量を占めている。

- し か も r 余象 ] は地代論と直接に_速する問題に限 

定されて V 、るとはかならずしもいV 、がたV 、。そして. 

逆 に 「手紙 j の方からみるかぎ丨_), 夭こで論じられて 

：い令銀の_価値 0 変動は，' 地代 .論と .0 関連と...いう .より■は‘ 

はるかに,価格の水準を歴史的にどのように考えるベ 

きか， したがってそこから価値尺度の探究といった研 

究の関巡でとりあげられているように思われるのであ 

る。 -

，注(26)...たと'えはV.Karl Marx( Theorien uber don Mehrwert (vierter Band des „KapStal8,<),J [Diet// Vcrlag Berlin, 
19刺 1 . Toil, S. 114.ろ.，伽値め规热こおける動.揺に加うるに，うぎのような〔概念の〕' 況同があるということ,：すなわ 

ち，姆 ifiの尺成において内在的只度，一一同時に伽値の粜体をなすも P̂'~ ~ -が、货幣は価値の尺度であるというような 

意味での舳値の尺度と混间されるということ，これである, そして见に, ベの後粉こついて, 他の諸商品に対:して挺常的 

度Sぼ -として役立つような, 不変的_ 技 ' もつ一商舳を觅IUそうとす名試み円の求撒ぶ • 〔不可能事〕一がなされる“

, 34 ^3^6) • .
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メアリ•ウルストンクラーフ卜の伝記について

白

人類の長ぃ歴史においても，夫婦もしくはそれに準 

ず る -組の男女が，共に優れた才能を発撣し，共に相 

似た分野におぃて人類の進步に覓献した例は決して多 

:く:はないが , われわれはそ .の歸なる例を,'詩人のロノく一 

:ト: * ブラ .ウ.ニ、ノグとェリ.ザベス':ヘプラウニ ング夫娈， 

ラジウムを発見したジコリオ • キュリとマリ•キュリ 

夫吏:，作丨出家ロベルト•シューマンとピアニ大トのク 

ララ . シューマン夫妻，フ x ビアン協会のシドニイ•ウ 

ェップとビアトリス • ゥ - ッブ夫斐，詩人の与：謝野鉄 

’输と品子夫変 :，そして爽存主義者のサル，ト_ルと. ' : rミ一:ヴ 

，ォワ一ルなどに兒ることができる。 ゴドウインとメア 

リ• ウルストソクラ一ブトは，後にシェリの契となつた 

-娘の丨丨丨産に際して不幸にメアリが結婚後六力月ほど 

で亡くなってしまったために，夫妻というに沐あまり 

、にもはかないものであったとはいえ，.疑いもなくこう 

した稀なる夫婦の一例であり，•しかも，次に述べるよう 

「な特筆すベきいくつかの特徴をもっていた。 .

まず第1f  ’彼らの結婚はi 8 liL‘紀o 末に行なわれて 

•お,り, 他の例丨こ比べて最も早v、。夫婦それぞれの社会‘ 

的沾励，女性の家庭からの解放が兄られるようになる 

めは，特殊な貴族階級などを除けb : .19 HJ：紀以後のこ 

とであって，ウルスト' / クラ一フトは，おそらく歴史上 

最初の女性の職業的諧述家であり，间じく文细を業と- 

するゴドウインとの結婚生病は，当時としては極めヤ 

’特興なものであったろうと恐われる。そのような例は， 

现代においても•な:^例外的なものであり, 彼らは，こ 

うした例外的な夫婦q まきに先駆淦なすものであった。

第 2 に，、•ノ彼らは文筆を業とするというだけではなく，

•-共に優れた非常に先駆’的なM想家であったということ

である。ゴドウィンは，主:於 「政治的正義」によって 

近代アナキズムの敁初の观論家となり，-*般にはマル 

サスに「人口の涼对U 執築の契機を与え，彼と人丨丨論 

かを行なったことで有名となるが，その思想は，'私相. 
財鹿，資本主義を批判，共恋主義財鹿論を展開して， 

空想的社会主義*ォウェンやリカードゥ派社会主義者 

たちに大きな磁響を夺え，そQ铒学はサウジィやコ一 

ルリッジやワーズワスらロマン主義詩人たちを感勁せ 

しめ，特ビシヱリを压掏的にその影響下に蹬いた。さ 

らに，“イギリスにおけるフラソス年:命”期の急進的社 

会思想の代表者として，ロンドン通信協会や初則労働 

.運励にも，そしてさらに現在に至るイギリス政治思想 

にも，影響を及ぼしている。また一般にはあまり知ら 

れていないが，その著「研究名-」においてルソーを越 

，えた近代的な教宵親の成熟を'示し，「ヶィレブ.クィ 

リ，アムズj によってフランス本命期の思想小説を代表 

すると穴•に T メリ力文学の源流となり，「イギリ'ス共 

和制の歴史」によって，ピュリタン革命を逾視してイギ 

リスポ命史をウィッグ的革命観に転)^十るなど.多方 

面にわたづて思想家として蜇要な役割,を染たしたので 

ある。これに配するにメアリ•ウルストンクラ.一？卜は, 
女性が完全に独立して自らの愆想を持つに至った敁初 

の例であって，主 著 「女性の権利擁護J のー崧によっ 

て最初の女性解放思想め沐系的な忠想家となったこと 

ぼもちろん，みずからの体'験にも与づく処女作「女子 

教苻考j をtfV、て女性教育史にブィィを& じ，r人權の擁 

M a を铒いてバークのf フランス取命の沾察」に対す 

る攻搫の先鞭をつけ，• まfこパリに行ってrフ7 ンス革 

命め起源と進行についての歴史的逍徳的を発表 , 
し，北欧に旅して優れた旅行記を残し，-パJ、説吵生活 

実-話似J や 「女挫の；身待J ，を書くなど，3織という比L 
較的短い生涠ながらC 12 Mめ蕃書や翻訳を出版して

3 5 » )

/
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メアリ.ウルストソクラーフトの伝記について

4ごれも思想家として多方面の姑-躍をした。とのニつの 

独立した思想のせ点が，恋愛というかたちで燃焼した 

のでちる。 1

第 3 に，彼らはその思想の帰結を大胆に実行し，そ 

の結婚の形態はまた極めて特興なものであった。熱烈 

な恋愛をもって結ばれた二人は，それぞれの信念から 

して法俅の承認を求めず，子供の誕生が近づI 、たため 

に正式に結婚してのちも，近くに部越を偕りて離れて 

仕水をした。れ山な恋愛，法栉の否定，別® 結婚と， 

现代に弓丨き移してみてもそれはかなり特異なものであ 

る。急激に反動化した当時の社会において,.慣預的な 

結婚制度に反逆したこの二人は,少数の親友を持ちな 

.からも，. 世切一般からはさんさんの恶評:を浴びせ'られ 

苓こととなった。

. 第:4 に，. この夫ゴドウ、スィは，赛メアリとの短い結 

婚生活ののち，その伝記を畨き残したことによって，

との夫襄の特咸性をさらにきわ立ったものにしている。 

メアリは，準なる著述家ではなく，また唞なる思想家 

でもな < ，なによりも行動の人であづた。その短いが 

t i らんに満ちた生涯を顧ると，美貌に忠まれ特にその 

眼の輝きはサウジィを感嘆せしめた.というばかりでな 

.く，才能と徳と愛i t と切気と倍念と健康と勤勉を兼ね 

備え，多くの挫折や不幸にもかふわらず，それを,り 

_ えて, “彼女丨丨】身はその菊作よりも# 大であった”。 

冬してゴドウィンは，彼女の死の翌印に，彼 女 の r造 

稿集」と共に1云記「*■女性の権利擁護j の著名-の思い 

出」を出豚し，そこで，寒:を卑に理想化するのではな 

く，'棄に対する深V、'尊敬や愛沾と共に.学表としての 

酃突さをもって. メアリ,の挫折+ 不幸を，一入の人間 

(女性）のなまなましV、成長の実態を，觉明に芮现した

のである。この「思い出」は，メアリについて書かれた霞 

初の伝記であって，ウルストンクラーフト研究のため《 

の貴重な鉴礎資料そ、•あるというばかりでなぐもちみ 

んゴドウィンの研邺にとっても重要な女f e であり,ま 

た鹿業本命とフランス革命の進行する1容世紀末ヨー 

ロッパに生きた特異な女性の生循を苒現するとi によ 

って，そこに登場するけんらんたる人物の群像と共にト 

当時の歴史研究,思想史研究にとっても蜇躲な文献な

のである。

メアV は 1797年 9 月 1 0 日に死去した。. 生まれたば’ 

かりの子と3 才の子の2 人を?&ゝ かえて,ゴドウインは 

途方にくれ,友人たちに助けられて理葬をすませたも 

のの，他の仕斯に手がつかず,亡き妻の書き残したも 

のばかりを読み，メアリの思し、出のみをテこどったこと 

と思われる。そめ姑果発表されたものが. 塑年 1 月に 

出版きれナこメアリの「思V、出」と，「遣稿集」と，そし 

て亡き喪をモデルに猶かれた9 9 年め小説「塱リオソ上 

Q 三つであつて，それぞれに亡き妻に対するゴドウイ- 

ンの なみなみな らぬ執着が現われている。

「瓜い出.1 は，蜜の死後 I 4 日H丨にはすでに書き始め， 

られてお(? , 平くも3 力月あまり後ビは，メアリの著- 

書を数多 く m 版した同じジョンスソ書店から汝の啬名 

で出版された。 1

MEMOIRS /  OF T H E /A U T H 0R /O F  A/VINDICATION  

OP THE UIGHTS OF WOMAN. /(S M )/B Y  WILLIAM1 

GODWIN. / 保線) /  LONDON:/PR INTED FOR J. JOHN- 

SON, 1^0. -?2, iST. PAUL'S/CHURCII-YARD ; AND G. G‘

.注( . 1 ) H. R. James, Mary Wollslonecraft, A Sketch, 1932, p. xiii. . ' 'へ：'
( 2 ) ゴドゥィン研究のiffiから兑れば, 「思い出」はメァリに対するゴ.ドウィツの感情を詳しく伝え，彼の最盛期から失意の 

時期に至る転換期を示し，また理性万能のGodwinismの修正が始まったことをMわしている。 ‘‘この抱は，他の点で 

は.ゴドウイ..ンの純粋な泠迎生翁の崩坡を尕している”。B. R. Pollin, Education and E n lig h ten ed  in the Works oj 
William Godwin, 1962, p. 9 , たとえはV ‘‘われわれが股も親L く知っており, その人の幸福と共感ギわれわれ泡身の幸

福と：《：-協に結びついているよ うな人たちに対して* われわれが敁も独い関心を持たないということは不可能である”* 
W. Godwin, Memoirs, cd. by W. C. Durant, p. 127.(Pas&ages rewritten in the second edition) 「思い出丄の初版 

に皮映された“ゴドウィンにおけるこの心の変化（家庭的愛Wの茁祝）は，数ヶパ毕に出版された2版において十分明 

由なものとなった* それは，家腔的な愛情は，徳と両立しないどころか，それによぅて認められ，交配されていること

•.'をボそう’とす右文軍を含んでいた彳’ヶ①妨⑷卩⑷咖巧William Godwin, A  Stifdy in  Liberalism, 1951, pp. 109-110.

( 3 ) ， は，彼女の死後すぐに迪稿集のために彼女の論文を© 粜し伝記を撙く仕市にとりかかりたに逸レ、ない。というの， 

は，’9 月24丨：1丨個ロの最初の記入は"Lifo of W t，p. だから。彼は，.メ 7 リの死後I4日Hには. ト思いU lJを齡  

始めていた* 「思い出j のための原稿は残っているとは考えられない（1836年にゴドゥ,ィンの原•稿を峁り出した時- 
に もない し， Abingor Manuscripts の屮にもない) 。” SkelUy and his Cirde, cd. by K. N. Camoron, 1961, vol. I,

ベ 々 ぐ べ :如めくれ、如 tふ於が-奴ぶマ,消 6於 、名故况'\ぐン於へ':、,:济沉i免焚^^故琢 •̂只; ば叫。*抑;、;忍もゴへゲ过ん深城炫ぺ

メアリ * ウルストンクラーブトの伝記につV、ず

AND J. ROBINSON,/PATERNOSTER-ROW. /1798.

これは2 0 4ペイジの小型本で, 内容は，誕生から死 

に至る彼女の生掘に添って1 0章に分かれ，4：れ匕正 

誤表とメアリの間雄な著作目録がついてい令。彼女の 

生涯は，不遇の生い立ち，両親や弟妹たちに対't 1る：献 

.身的な世話, 教育者としての実践， リスボンへの渡航， 

教育論や小説や翻訳の執筆，,バークのフランス革命論 

*に対する反撃，.女性解放思想の展開，フランスにおけ 

る革命の休験，スイス人の画家やアメリヵ人の冒険家 

.との恋愛とその挫折，フランス苹命論の執筆，二度に 

わたる’自殺未遂，ゴドウィンとの恋愛と別屈結婚など， 

まことに劇的な要素に富み，配すにるゴドウインやプ 

ライスのような® 想家，ペインやロウアンのような政 

治運動家，イムレイのような冒険家，J . ジ3 ンスンのよ 

うな出版界の大立物， ゾレイクやサウジィやシヱリの 

ようなロマン派の詩人, S ：• ジa ンスンのような文壇の 

大御所，シドンX のような劇壇きっての名女優,イシチ 

..ボール.ドの.よ.ぅな女流劇作家，. H • M • ウイ' «；アムズ 

めような女流詩人，.天才的な画家フ父ースリ，ギャス 

コインやオウグルのような国会_ 員，フォーダイスや 

クリスティやカーライルのような著名な医師，ザルツ 

マV のような学者，クレブやヒューレットのような牧 

キンダスバラ子爵やスラプレンドルフ伯爵やイス 

ト男節などの貴族，その他イ一トン校の助教論ブライ 

•ア，数学者ボニキャスル，会計検杏官アンダースン， 

化学:希プリ— ストリ，バ一グ夫人など当時の代表的な 

y急進的知識人たち，そして親友ファニィと，誠に多彩 

力：人物が登場して，彼女の短い人生にいろどりを添え 

てぃる6 .ゴド.ウインはこの中から，特に ' アリの家庭 

，状坪，フアニイとの交友，フュースリとの恋愛，イム 

レイとの恋愛• ゴドウインとの恋愛，死の状说など, 

，特に彼女の人間的な面泛® 点を蹬いて，彼女の生泥を 

描いた。その際に，これは死後ただちに悲しみの中で 

書かれたため，短時間彳丨はいえ挡分のま;:であったウル 

ストンクラーフ’トについて，■“このような入の姿と生 

涯を.詳しく示されれば承されるほど，われわれは一般 

にその逋命に同情を感じ, その優_ さにあこがれるで丨 

本ろうということを，私はほとんど疑いえない” “彼

女以上に，一般の利益と進涉を強く希求ナる性格を持、 

った人の例は，.あまりない’’ “おそらくヨー口ッパを 

通じて，彼女ほど餘大な名声を得た女流茗述家はかつ 

てなかったであろう” “容姿は_ しく， 最皮にして最 

も_ 力哕な怠味において女らしい態度の女性，，‘‘女性 

がこれまでに誇らねばならぬ人の中でも最も確固たる 

闘士であり，それこそ最大の替れたるべき人” ‘‘こん 

なにも索晴らしい肉体.と柄神の組織を兼ね備えた人は，: 

百万人に一人もいはしない’，と形咨し，そして彼女 

との間の恋愛，結婚については，“私は，.えて言う 

ならば，互し;の交際においてこれほど純粋で洗練され 

た満足を見、だした人というものは，これまでに在在 

しなかったと思う” とまで言っている。こうした表現 

はやや-諮大であり，特にFI木人的な謙縯の美徳とは興 

贺なものであるが，ゴドウィンは，決してたを感傷的 

に奭を美化したのではなく；琪臾彼女は，こ.うした赏 

譜に値す苓揮れた女性だっためであろう。ゴドウィン 

はまた他方において，白办の变情に患突に， しかも，学 

崭としての冷餅さを失わずに，彼女の箸作や性格や行 

動における欠点を適確に指摘し，ぶつうは_[したがる 

先夫との恋愛や挫折の過程などを，必袈以上と思われ 

るほどに詳しく述べているのである。こうしやことに 

ついてゴドウィンは，「思い出」の初めの部分におい 

て，“以ドのペイジにおいて詳しく述べられてv、る事 

実は，それに関係してVゝる人のロから主に聞t 、たこと 

であって，彼女を知る’人はクc れが正確で率直に語られ 

ていることを，おそらく疑わないであろ$ ’，と述べて 

いるし, 现代に轵けるウノレストンク.ラ ーb :トの研究老 

であるウォードゥルは, “コンドみィンは賢明にも，彼女 

のk 記においてメアリを弁護しなかった。そのかわり 

に，彼は自分の知っていることや，彼女の著作や， ヒ. 
ュ一• スキニズやジ3 ウジフ . ジヨンスンのような友 

人からケ•えられた知識からで_ るかぎり正確な彼女の 

伝記をつ,ぐ.った” ，と述べている。 .

とうしてこの「思い山」は，もちろん完全な传記で 

はないにしても，今 Hでもその正確きを疑われること 

はほと…どなく，“ィギリス文学における你大な伝記 ‘ 

の一^^で，彼の亡き喪に対する感動的なまた力独い致'

.注（4 )  W. Godwin, op. cit., p. 6.
( 5 )  R. M. Wardle, M a ry  Woltstonecraft, /I Critical Bio^mphy, 1951, p. 314.
.(6 ) たとえけ:，ゴドウインによれば，メアリはプュースリに恋をしたかそれを界明にi 抑えた。被の伝記作家の亿Pau.lと 

P en nell夫人は，それは誤りで彼女は冷静な友侦を抱いたにすぎないと言っている。しかし‘G. R, Preedy 説明に従 

うと，ツユ一スリの逍言執行洛John K now lesは，メプリの手紙士途莧して彼女の恋# を証明した。フュースリ夫袈 

■ •はり办い出j が出版され'た時も生きていで，プ.ドウ..イクの叙述に反対していない。:.士たゴドウインビよる..と，.メ.7:リは,
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メアリ •_ウルストソクラ“ フ Kの伝記についで

S ” と評肺されている。 .

N じ年に「逍稿集. I が，次め畨名，内容で出M され 

た。出版社はやはりジョンスン書店である。 

Posthumous Works o f  the A uthor: o f . a Vindication
. .• ノ ' * ン ' ...バ ' ) . ‘，• ；.. . \ ..卜，、，'

o f  the R ights o f  the Woman, published w ith  notes and 

introduction by W illiam  Godwin, 1798.

その内容は,

VoL 1 . The Wrongs of W oman： or, Maria, a frag

ment. VoL 1 , x x , 181 p.

V o l .2. The W rongs of Woman ： or, Maria, a frag

ment. V o l .2, v , 196 p.

V o l .3. Letters and miscellaneous pieces. V o l.1 , ix ‘ 

192 p.

V o l .4.' Letters and miscellaneous pieces. V o l .2. 

v i i i , 195 p.

その中に含まれているものを示すと， '

(a) The Wrongs of W oman： or, Maria, a Fragment*

(b) Letters to Gilbert Inilay.

(c) ... “Lessoiis’'. for Fanny Imlay.

( d ) て‘H ints”，for the Second Part of f'the R ights of 

.：■ WomanM,

..(e) Tho Cave of Fancy.

....(f) Essay on Poetry, and Our Relish for the Beau

ties of Nature.

(g) Letter to Mr. Johnson.

.(h): Letter on the I'Vcnch Nation.

これにはさ，らに次の版がJbる。

(i) London, 1879. (Edited by C. Kegan Paul)

(ii) London, 1908. (Edited by Koger Ingpen)

「思い出」と 「遗稿集j の仕取を .終えると，ゴドウ

インは小説「聖 .リオン」. (St. Leon, a  Tale o f  tlm S ix teen th  

C erdn ry ,  1799 .)を街いた。その女主人公マーガリ一ド 

(M arguerite)はメアリをモデルにし， 彼女と聖リォン 

との結婚生活は.ゴドウインとメアリの結婚纸沽を理

想化したもので, 前に害いた小説「ヶィレブ • ウィ«> 

アムズj ほどには流行しなかったけれども，类しV、文 

章をもって知られている。これはまた，ゴドウィV に 

及ぼしたメアリの影響，ゴドウィソの思想変化を示す 

書としても贲耍であマて，ゴドヴィジはその序文で， 

“私ほ，家庭的な，個人的な愛惜というものが， 人問 

と切り離せないととを，精神文化と呼ばれるようなも 

のと切り離せないことを理解し，それが，それを持つ 

心の中で正義の深い活動的な感覚と矛盾しないという 

ことを十分に納得した” と述べている。彼は，メアリ 

の影響によって，家庭的なni•愛は人間の本質的な，不 

滅な部分で，行為の強力な動機であり，人辦の幸福を 

熘進させると考えるに茚った6 このょうなメアリの影 

響は，「政治的正義I め第’主版に附した “諸原坦[の盟 

約J にも現われているととろである。

ゴドウィンがこうしてメアリに関するいくつかの著

書をつぎつぎに発表したのは,メアリに対じて当時か 
(8)

なり批判があったために，メアリの其の姿耷知らせて 

非難’に对捭する意味があったと’考えられる。メアリは， 

女性でありながらバークの「フランス本命め浴察」に 

最初の皮掣を加えて支配階級のィデォけギ一に公然と 

反旗をひるがえ.し，ま.た ..「女性の権刹擁護」.と.ぃぅ.挑 ... 

戦的な書名を掲げて，広く世を蓋っていf c w 製 • 偏見 - 

に最初b 反逆を行なった。そのために,彼女はマ部の 

急進主義者たちの間では評判となったが，女性解放運 

励のための実質的な条件を仝く欠いていた当時にあっ 

て，一般には惡駡と嘲笑をもって迎えられ，“S4屈を 

H う蛇” とか “ペチコートを箱たむく犬”などと非難 

されていた。さらに彼女はフランスに波ってはアメリ 

力人のィムレイと法律と,宗教を無祝して不法tの結婚,を 

しそれに破れると . 国家と財産と結婚制度を否認•す

2 度HのW殺に失敗したあとイムレイとその新しい女と共に森らすことを提案し，Pe叫 e l l央人はこれを信じがたいと 

言っている• だがPreedyは，メアリのような状況にあった女性はその恋人を失わないためには途方もないことを考え 

るもので， lil殺へとかりたてた絶绍は, . もマと火きな齒辟をも耐えさせるものだと考え；ゴドゥ.ィンは杏時メアリの友. 
人たちに知られているこi を捋きとめたので，つくり話をするようなことはなかったであ.ろうと言っている。 a  R. 
Prccdy, This Shining W&rmn, Mary Wollstonecraft Godwin, 1769^1791, 19Z1, pp. 309-310.

注（7 ) Kenneth Neill Cameron, ift Shelley.and his Cirde, v o l.1 , p. 21.
( 8 ) やや感傷的なP en h ell央人の炎说によると，“イン’リ•ウルストンクラーフト•ゴドふイ.ンほど人知のために献身的 

に沾勑ししかもこれほど非触の的となった女性は少い，彼女は塑Vincent do P a u lめごとき熱tftをもって名:偶せる 

同胞の救济のために没职し，しかも彼らからは天鞭（scourge of G od )のごとく恐れられ/ B. R. Pennoll, M an  
Wolhlmeirdft Godwin, 1885, p,1<
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メアリ • ウルストシクジ— フトの伝記について

るゴドV j v と苒嬙したのだから，急進的な迚論は道 

铕的な退靡と站ぴついたものとして，“洗練された社 

会” から排斥されたのであるンその上に，イギ j)ス政 

府は本命のフランスに対して宣戦を布告して窗内の弾 

a-:態勢を強化し，急進主義的な思想家や運動を， 

.English.Jacobins:ロ.ベス.ピエールの手先として糾弹十... 

るなど,社会状勢もメアリに対しては極めて不利とな 

っていた。

ゴドウインは，メアリに対して批判的なこのような 

一般の感情を柔げようとしたが，“ しかし彼は，こ©  

仕部のfこめには最も不適当であった。彼と本当に親し 

かった友人や同調者の小さな仲間の外では，彼は決し 

で人気のある人では知かった。メアリめ生活における 

般大の不幸は彼の鄧であったことであると思っている’ 

ような人さえいた。「政治的止義」を発表して一時は 

"名声という火空の太陽として輝い(运” ゴドウィソも， 

反動期においてはかつての名声を失い，やがては支配 

階級の理論的武器であるマルサスの「人口の原妞」の 

出現（1798年）によって忘却の流砂に埋められることに 

なるのだが，' 西婚の誔に対する率直な_ 辞は，その正 

確さ，公平さ，，男らしさ，勇気，鉸情などを一部では 

高く評肺されたとしても, “一般に敵意を.もって迎えら 

れ,彼がそれ以後の年に文筆の世界から受けるととと 

なづた状態を，前もって彼に味わ')^せたのであも”。 

その時代がたとえ社会の急激な反動期ではなかったと 

しても，「思い出j はやはり快く世に迎えられることは 

なかつたであろうン亡き襄に対して遺稿集と伝記と小 

説の三部作を或表すると*いうような例は当時あまりな 

かったろうし，ましてやメアリのように古い惯習から’ 

逸脱L tこ女性について,ゴドウィンのような特殊な思 

想の持屯が讚美し， しかも先夫に対手る失意の恋を事 

細かに記して，3盘稿染にはその手紙まで加えるという

ようなことは，•ゴドウィンからすれば当然のとと七は' 

あるが, 極めて異常なととであっも*?こ適いない。

そこで，これは激しい非難を招く結來となり，i u t .  
ホールはその有名な説教において，ゴドウィンの結婚 

観と普遍的仁愛の説を攻擊し，その迫憶文を‘‘みだら 

な色恋のn古’ (a narrative of his licentious amours)にす.. 

ぎないとののしり，堕落や平行跡を見た時には,"こん 

なことができ名者がゴドゥィン以外f c も居ようとぼ想 

像できなかo た” と叫ぶのが常だったといわれる。ま - 
た ドゥ*クゥインスイは，“イギリスの大衆は，、ゴドウ 

ィンを，晚屍鬼か，血も涙も'ない吸血鬼が，まナこはプ 

ランゲンシュタインによって削り出された怪物のよう 

に忌み怖れた” と書いてい(S 。また，メァリは.「思い 

出」によってその生涯が明らかになると，彼女に対す 

る批判は_ 存中よりも一*屑激しくなり，彼女ほこの時 

期のいくつかの風刺小説や詩に露ず;)，に取り上げられた• 

たとえば “George W alker の小説The V agaboiid(l799): 

において，•新しい哲学，.に対する惡觉のない攻撃があ 

り，主人公は，「女性の権利擁護j と 「思い出」 m s  

藉奔はこれらの迸に言及している）か $ 逍徳の理論を得た 

メァリという名の靜婚の女性の好意を得るのに何の困 

難も見いださない。またRichard Pohvheloの 詩 「男の 

ような.女たち」 {Unsexed においては  ̂ /

ァリは解放を叫ぶ恥知らずな雌ぎつね集団の指遵若匕 

された.：さらに Chalmers の Biogfa/phical' D iclionafy  

の中に記されたメァリについての短い伝記は，彼女に 

まつわる悪評を永_ させるめに.最も役立ったとI 、われ 

ている。“その時代の新聞や_ 物はやがて続まれ&く 

なっても，辞書は標準的な参者文献として長く使われ 

た。この論文においては，メアリの生独のあらゆる行 

為は惡く解釈され，彼女の性格は恥ずべきものとさげ 

すまれた。Beloe は，Sexagenarian'において；Biogfaph-

注（9 ) Gf. R. M. Wardle, o p .成 ，p. 3 2 1 .フランス取命丨こおけるジャコパン党の思想，立場,’ 政策は，小プルジa アジ-の 

ゼ丨山な坐度と交換が突现される社会を理想# し，急進的ではあるが所冇權樺護の限界があった。政治® 想としては，‘大 

衆の政治的成熟よb も政治権力の直接獲得を灾现しようとする单命的過激中義を言う。イギリスでは，フラ，ンス革命に 

燃響され, こゲした傾向を持つ填命的過激主義をEnglish Jacobinsと呼んだ0 * ’.，

(10) Ev R. Ponnell, op. cit., p. 2 . . ハ：.
( 1 1 ) W. Hazlitt, The S p irit of the Age, or Contemporary Portraits, 1825, pp. 29-30.祌宵訳 29-30 ペイジ。

(12) George Woodcock, William Godwin, a Biographical iSfwrfy, 1946, p. 148.
(13) “サゥジィの嫌悪は，•彼の亡き麥を衆Rにさらすような感情の欠做と彼が呼んだものによって1 0 倍も诹めら'れ 

たノ"Ford K, Brown, The IA/e of William Godwin, 1926, p , 134.
(14) D. Fleidher, 6p. ciL, p. 40. ‘ ,
(15) R. M, Wardld, op. cit., p. 319. ,
(16) Ibid., p. 320.
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メアリ. . ウルス ,卜'ノクヲ，一フトの伝記にづいて

ical ZH cH om ri/のn ぎたない惡ロを惜りたし,この辞 

書はさらにイギ y スの文学や百科辞典の歴史におい 

てほとんどずっとメアリの性格と教説の正しい評価と 

して受けいれられてい/、S

4

さらに当時の新聞• 雑誌における「思い出J ©批評  

は , かなり厳しいものであった。“幸 、にも一二の例 

外はある0. 1797年 .9 月のMonthly Mtffaufwe:において 

彼女の死亡記車を書いた人は，彼女についt 非常な赏 

讃の言葉をつらねたが,これはおそらく彼女の親しい 

友人によって書かれたものであろう。一年後にこの雑 

誌は，半年問のイギリスの文献を回顧した時に，，やや 

異なった意見を甲していた。彼女の死後1 力月たった 

:..1フ97年 10月の.■ Gentleman’s  .尬押れ•伽'.に.おける批評は, 

好意的ではあるが，それを赏讚するには瞥成的であっ. 

た  4

1798年 4 月，これが出版された直後と言っても.いい 

..時に，.：それは European. M a g a z in eによって迎えちれ* 

それ在ぐれまで現われたものでも最も烈I A 、痛駡のー 

つであり，. そして European Magazine ..の意見は最，も 

一般的に受けいれられ，メアリ*ウルストンクラーフ 

トの名が出版^!/8中で触れられた時には,ほとんど必 

ず繰り返され^ ^ . ,

さらに，ウォードゥルは次のように記している。

「俎い出」と 「逍稿集j \ t , ほとんど全般的な不人 

気をもって批評家たちに迎えられた<r.確かに> Analy-, 

t i c a l钵はメアリの囚習にとらわれなV、行為や理論を 

誠绝に弁護したが，そうすることによって*— そして 

.ゴドウ’イ'ノが彼女の主_ の根拠を説明するのに失敗し 

た匕とに造憾の意を示すことによつて一 その評者は, 

ゴドウインがあえて書ごうとしなかったような介護を 

試みたのである。他の雜誌の中ではMdntfily M irror  

が最も好意的で，「思い出_jは細かい成では退屈であり 

「女性の虐待j はしかるべく評価するには不完全なもの 

だと評しているが,ソアリの人物とイムレイへの李紙 

をとてつもなく賞め讃えた6 しかし一般的に言えば， 

書評家たちはンアリめ私生活を誶しく知ってこれに憤 

慨し, 彼女の異端的な行為を許しえた人たちでさえも, 

それを叻らかにしたゴドウインの率直きを非難するこ 

とでは一致していた。 (British CritU, XII. 1798, pp.

注 (17> B. R. Pennell, op. cit., p. 3 . . '
(18) Ibid., pp. 2-3.

228-35J C^ntleman's M agazine, LXVIIIj 1798, pp. 186-87; 

M onthly  /fevfew, New Series, XXVII, 1798/ pp. 321-27; 

C ritic a l Review, Now Arrangement, XXII, 1798, pp. 414- 

19i Monthly M agazine, Y , 1798, pp. ,493-94; N ew  A nnual 

• Register fo r  the Y ea r 27 98 , p. 271; M onthly M agazine and 

A m erican  Review, I, 1799, pp. 330-35.を見.よ）Robert Bi-： 

sset .博.上のH is to r ic a l  M a g a z in e  hi, ‘.「.思い出】は ,.1798 

年における“埽も有宵な”斟物とまで言った (腕 orical 

M a g a z in e ,lt l 7" ，‘p. 34.)そ して書評家たちのうちで最も 

悪意のない人ですらも，.おそらく伝記作家WilHatr 

R o sco eの詩を認めたことであろう。

汝の連命はその生涯のどんな時fこも苗しかった， 

娘として，姉として，母として，友として，また 

麥として。，

だがそれは死において一層苦しかっ’たのだ，

.石の心を持つゴKウィンにこうして书;b れて，

(この詩は， i 冊の「思い出」のMも印刷してないペイ 

....ジに書かれていた記憶から. William Shepherd博士が. 
記したもので， Notes and Qusries, III, viii, p. 66. 

記録されている。）

ネちろんこの主張は，玆だ不公平なものであつて， 

ゴドウィンが「思い出」を罱いた時ほど彼の心が優し 

い思c 、に満ちていた時はなかった。だが，それでもも’ 

し彼が彼女の欠点を述べるに当って慎-連:であったとし 

たら，メアリの名声をそれ以丄損ねることは；̂か っすこ 

であろう。 ,

t c f c ちに> メアリは嫌われていたジャコバン主栽の 

象徴になった。 トーリィ党出版物のロの惡い機関は激. 

しく彼女に立ち向かい，彼女の記憶を冷酷な合奏でけ 

.がした。どういうものか，■有名な.A nti-Jacobinの翁:もの.... 

たち-.— メアリが1786年にイ•一 トンを訪れた時そこの 

学生であぅ tc  George Canning と...John Hookham Frere 

を含めて—— は全く彼女を攻賴しなかった。彼らの雑： 

誌は 1797年 1 1月 20 Hから 1798年 7 月 9 日まで迪刊 

で出ていたにもかかわ.らず，また彼らは時折ゴドウィ 

ンとヘレン• マリア. ウイリアムズを政撃したにもか 

かわらず， r© い出j を無视し，メアリについて一言 

'もふれなかった，しかし，A n ti-J a co b inの後継訪の月 

刊の Anti-Jacobin Review and Magazine ....は，..その劍. 

刊号で彼女を攻搫したンその編集渚は, 「女性の邊待」 

について0 荷酷な書評をもつて.細 )，次のように結論 

する*
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一

“ しかし，理論においては道徳を破壊するような 

意見を公然と持ちながら行動においては反道徳的で 

はなかったような著述家がいたので，ゴドウィンは, 

ウルストンクラ一ブト未人の理論は行動に移され， 

彼女は書いたり教えたりした琿りに生活し行動し 

たということを, 世把知らせるキうに努力した， 

(Antt~Jacobin Review and M agazine, I, 1798, p. 93.)

それから,彼女のあらゆる行動について厳しく批評 

じながらメアリ、の生涯を要約して, 「思い出」の激烈 

な批評を続けた* その評者は,、彼女の恋愛事件と点幾 

の試みを非難したばかりセなぐ. 両親を鞟敬しなかっ' 

たこと，ファニイ •ブラッドを看護するためにリスボ 

ンへ行ってしまって> とューイングトン‘グリーンに 

おける輝女の生徒をかえりみなかったこと，そして債 

権者から逃れるためにァメリカへ移住する訐画をした 

ことをも政擊した。そして，あえて明言はしないこ 

とをほのめかしている* たとえば*“この伝記の著者 

は，彼女の多くの恋愛r 蝕れていない。” {m i.,  p. 97.) 

けれども評者れ，メァリの例は他の人たちに対する悲 

惨な瞥告としては役立つかもしれなV、と考えて，慰め 

をJれ、だすb “〔ゴドウィン〕によって膂告となるべく 

意図されて，それは浮標と .して役立っており，それは, 

何を求めることが賢明であるかを示してはいないとし 

ても，何を避けることが賢明であるかを表 ねしてい 

る。” {Ibid., p. 9 4 . )そして結論において, 彼は A naly

tical 誌 が 「思い出」と 「造稿集- j に好意的な書評をし 

た-.ことを攻撃し，:...こP よ，■うな.'Jiaeobinism:のあらゆる証 

拠を見：Oけ次第宗教的に關うと予告した。とどめ:の一 ’  

擊はこめ雑誌の索引のところに和いて行われ，“売春” 

の項目において, その編集岩は“メアリ. ウルストン 

クラーフト. の頃を見よ’’ と指示したのである。

ゴドウィンがその妻の記憶に名截を与えようi 準備 

した截物について，きびしい書評はこれのみにはとど 

まらなかっ.千こo..'.European M a g a z in eにおけ ■る 「思い 

出」の書評は， C；れと同じようにきびしかった。その 

評者は，メァリを “哲学的な浮気女” ときめつけ，彼 

女の行動を宗教の無祝に掃し，この諶は“少しでも傻 

しい心を持っているi らゆる女性によつ て嫌惡され， 

宗教や道徳に関心を持つあらゆる人〖こよって憎悪され， 

その欠陥は忘れ去られるべき匕の不幸な女性に対 ，して

ぃく分好意を持つ人によっては憤慨されて”読まれる

であろうと予言し'た。 {European M agazine, XXXIII,

1798, p. 251.)彼’はまた，メアリの生涯の説明において道

徳的な教訓を見ぃだし，それは，社会の法fe挑戦する

•ととの危険性を有効丨こ示すものであった。この海を弹

調するために，彼は，以前にメアリを雇っていたキン

グズバラ卿の家鹿に当時起きていたスキヤゾダルを取

り上げた。漠然と示されたこのスキャン;^ルは,メア

リがアイアランドにいた時に教育していた少女の— 人

メアリ•エリザベス•キングのことであった。問題は,キ

、ノグズバラ夫人の兄め子供へンリ• プA シヅジぶラル

ドが，彼の-若ぃぃとこと恋におちぃったことに始まみ

た。すでに結婚しでいたのに，.彼は1797年初頭に駆け

落ちをして発見され， この少女はアイアラソドべ連れ

戻された。しかしながらこの年の1()月に，.uフイ.ツ...ツジ..

エラルドはミチエルスタウン.へ行き*...彼の恋人を取.り..

戾そうと決心した。 しかし彼は，キシグズパラ卿とモ

の息子ロバートによってキルワ一ス近くのホ矛ルで発

見され，短い言いあいののちに，キングズバラはフイ

ッツジ:c ラルドを撃った。老キングストン伯爵はやが

て死に，キングズバラ卿が後をついだの，で，彼は議会

最高法廷におぃて彼の同僚から審問され*無罪の判決

を得た。ここで話は終り一一メアリ• ウルストンクラ:

一フトのことを除いては，European M agazine i i , 実 ..

は彼女に罪があるので，彼女は 1787年にメアリ•み

リザベス•キングの心を邪道に導いていたというとと

を意味している。このような仮宛がまじめに考えられ

てぃたとは信じがたいが，それは明らかにそう考夂ら

れてぃた。：少な，く. とも'British', Q r i t icは，.,数夕月後に;:

この話をむし返し，再びメアリはこの悲劇に対して貴 
. . . .  . ( 1 9 )

任があると攻擊した4 (份汝•认Critic, X I I ,1798, p. 230.)

1798年 1 月に出版された r思、、出」は，こうして当 

時の新聞雑誌の書評によって，ただちに#難の総攻擊 

を浴びたため，ゴドウインは, n じ印-の数力月あとに, 

若千の修正を« こして, 同じ_ 名 で THE SECOND 

EDITION, CORREGTED/LOM)OJV.. /PRINTED FOR J. 
JOHNSON. NO, 72, ST.PAUL^/CHUROH-YARD,/ 1798.

メアリ•ウルストンクラーフトの伝記について

注(19) I t  M. di). 3 1 6 -9 .「思い出』の Durant 版には，当時の撙評として, T/M A n a ly tic a l m
M on th ly  M ir r o r 9 The Euf<ypean M agazin e, The C r it ic a l R ev iew , Tkぬ M on th ly  M agazin e, The A n ti-J a cd r in  liev ie to  

a n d  M a gazin e, The B r i t i s h  C r it ic ,  The M onth ly  R ev iew , .The N ew  A n n u a l R eg is te r , f o r  the Y m r t 1798 が何錄さ 

れている‘

• 一一一，41(5P3) —~-



メア！）•ウルネトンクラーフトの伝記にづいズ 

として第2 版を出した。 オウピィが描いたメアリの

肖像画を初めの部分に-載せ，正誤表を昴の裏につけ， 

卷未のウルストンクラ一フトの著i乍自録をなくじただ 

けで，体裁はほとんど変らず，ペイジ数は1 9 9ペイジ 

から如6 ベ一ジに増え'ている。W .G . デュラーソトに 

よると，“ この ‘第 2 版，においてはやや慎重になって， 

ゴドウィンは多くの変更を加えた。たとえば，バーキ 

ング附近にいもおりに.ジョウジブ•ギャスコイン家が 

*メアリの家族と，‘しばしば交際していた，ことこ一-ウ 

エイルズにおいて■アレン氏という人の家族，と 'ウル 

ストンクラーフト家が知りあったこと， •バスのド 

ウス“ 夫人’ の ‘すでに成丧した息子，のこと—— ‘来 

m:の罰につI 、ての现論’をメプリが信じながったこと 

—— その他誤解されるような揷詁众どを削除している。 

コ: ドウィンは多ぐのどころで言葉づかいを変え，ニ力 

所で数行に-bたって# f き改められた。彼はまた，ここ 

かしこに追加を行なった。” m 2 版のために全く書き 

改められた2 力所の文章は，フュースリに対するメア 

リの愛情と. メアリとゴドウィンがs ；いに及ぼした影 

響に関するものであS  ,

「思い出j は，さらに同じ年に「逍稿集j と共に2 册 

本でダブリンから出版され，] 799年にはゲンリ力)Kが 

ラィラデルフイアで, またドイツ語訳が / ^ 知^ ^  

a%f M aria  Wol.lstonecraft G cdwm , die V ertetdigerin  

der. Rechte des Weibes, non W illiam  Godwin, aus dem 

Engl, libers, von Ghristian G otthilf Salzmann； Schefli)f- 

enthal, 1799. i : して，.18_02年にはフランろ語訳がW e d  

menwires de M arie Wollstonecraft Godwin, au teur de 

la defense des droits de la fem m e, d'une reponse . it 

Edmund Burke des pensees su r E ducation  des ji lk s ,  

Lraduit.de Fanglais par le citoyen D*****!!, Paris 

(T e s tu ) ,182• として出版された。アメリカではさらに, 

1802年と 1804_年にフィ.ラデルフ_イアで出't：いるし， * 

1ネ12 年女こは， Erinnerungen an  M ary Wollstonecraft, 

iibors. von Theres& Schlesinger-Edcstein.とい:う’:ドイ'ツ 

語訳も出ている。' ゴドウィン自身は，なぜが第2 版ま 

でしか出していない。 ’

_ .その後に出たもののうちで最も斑喪な版は，メプリ 

の “般も誠突な，肖節な，信賴•しうる Î K ”を自認す 

る W . C .デュラーふトの，入念な，“研究者にとっ.て 

最も利用伽砬のあるV 次の窬である。

M EM O IRS O F /M A R Y  W O L L ST O N E C R A F T / 

W ritten  b y /  W IL L IA M  G OD W IN /A n d  E dited with  

M  P R E F A C E /A  S U P P L E M E N T / Chronologically 

A rranged und containing hitherto /  Unpublished or 

Uncollected M ateria l/an d /A  B IB LIO G R APH ICA L  

N O T E /b y /W . C L A R K  D U E A N T /1927.

これは限宠7 0 0部で，その内容は，主として図書’館 

員と.衆弓I作成者への言葉.，メア‘V * .ウ.ルス .ト'ン.クラ.一' 

フトの時代ふ生涯(年表) ，「組ぃU i j への席文，本文， 

「思い出j への補足説明，文献解:説，索引からなり， 13 

枚の図版を含み，全部で x lv i +  3 5 2ペイジの膨大なも 

のである。本文は，改訂前の初版を底木とし，第 2 版 

によって内容が一*廇正確に明瞭にかった場合には第2. 

版の文章に変え；脚注に / sH rf. として別文が示して 

あり，初版の文章を採用したところでは，第 2 版によ 

って改訂された別文をやはり脚注にすべそ示してあり， 

また本文で力ッコにはさまれている文窀•句 •語は，第 

2 版で新 .し.く加えられたものである。さらに第2 版の 

ために全く書き改められた2 力所の文意が，本文の終 

りに加えてあるので，これは各版を正確に_丨可現•比較 

することができ》極めて便利な版と言うべきであろう， 

ゴドウィンのつづり字，句読点，大文字•小文字の使 

'用法にもすベて厳密に従い，不必躲と思われるコンマ 

も全部のせ，改めたただ—つの特徴は..古いかたちの 

V だけだと宫っている。. .

:さ 6 に，...序文におI 、ては，Schlabrondorf, A . . Alder- 

son, Mrs‘ Siddons, M. Hays, Southey, ： Godwin, W  

Blake, Shelley, Mary Shelley, K. Paul, A. Gre^o)ryl 

Mrs. J. W e s tらの，彼女に対する讃美の言薬が集め !̂  

れ，.「思い出」への.補足説明にお.いては,'-メ.ア..リ■や.友.人， 

の箸書や手紙などの多く.の資料と共に，丨•思V、出j が補 

完され, 文献解説においては，「思い出j 各版のフル*タ 

イトルと，これに対する尚時め書評が再録されている 

ので，この貴道な版によって，ウルストンクラーブト研 

究；特にその伝記の研究は格段の進歩をとげ，ることと 

なった。H. R . ジェイムズによれば，"この補足説明 

は時問をかけたぽう大なもので;镨物の魅力である楽 

しさをもって徨かれている。その上に；補圮説明には， 

愛情のこもった熱心な研究の成來が含まれており，そ 

れが，メアリの生JJIにブ瘤正確な知識を加えた0 

'フ. ュフント氏は ，. / Uni vers i t y Studies (No. 57<

注 <20〉 Memoirs, od, by W.C. Durant. a noto on tho Toxt, p： 3.
(21〉 Ibid., p. Jclv,, Preface to Memoirs.

. ( 2 2 〉. H. M. Wardle, op. cit., p. 342,

淡越》̂ ^ :め孤，滅仰と雄ポ•、次ぬ料な物て欲ギ从
聲
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メアリ• ウルストンクヲーフトの伝記について

Marcli 1923)第 1 0巻にあるR u sk教授のイムレイ研究 

を利川し，’ そしてアメリカどヨーロツバにおける彼|_H 

身の熱心だ矹究によって，いくつかの細かV、点を明ら
： (23). ...... ： ..'ベ. . ； '

かにした/ ’
今 P1一般に沁I 、られてI 、る便利な版木は，Constable's

Miscellany of Original & Selected Publications in

L itera tu reの 1 冊で，ロマン主義的な文芸評論家John

Middleton Murry (1889-1957) が編舉した  Meffioi/* o f

M aty Wollstonecraft by W illiam  Godwin, w ith a

preface by John Middleton Murry, 1 9 2 8 .である。マ

i)は，女流評論家，小説家Katherine M en sflo ldの去

で, 二人は共に先駆的な思想と才能を有し，彼女は木

幸な結婚ののち19 1 2年にマリと同棲し，1918年に正

式に結婚したのち3 4歳の-若さで亡くなっているので，

ウルストンクラーツ,トの生涯に一脈通ずるものを感じ 
(24> '

たものであろう。マリの思想はキリスト教的社会主義 

だが， ロマン主藓とせ代丰輯の傾向をあわせもち，一 

時共産主義の傾向を示して，. 「共産主義の必襄」 (The 

.Necessity.of Cmnmunism, .1932).な.どと.いう書も書V、てい.. 

る。マリの短い序文は，「思い出」がこれまでの忘ム|J 

のふちから救I 、出されるに十分値V、する•ものであるこ 

とを強調し，この窗が出版当時道徳的哩落を示すもの 

として弗難されたととは運命の逆説であって,これは 

記の小傑作:というだけではなく，まれなる心づかい 

をもったゴドウインの性格を物語るものだと述べてい 

る。本文および本文への注意書きは，デュラーント版 

と全く同じでありながら，クCのことに対することわり 

喪きはない。（煅堆の仏イ1-;-によると，メアリのr女性の描利 

擁護」とゴドウイシの【思い出」が 1 冊になって，イギリスめ 

Gregg' International Publishers Limited から出版されるよ 

う’だが，現在まだ入乎していない。） ’

ゴドウインに関する璩初の本格的な伝記であるC.K. 
ポールの「ウイリ、/  ノ、• ゴドウイン，その友人と问時

代人たも」 (C. Kegan Paul, William G odwin.H is Friends 

and Contemp&raries, 1876)は，，ゴドクィンの孫.にあ'たる 

-Percy S h e lle y卿のもとにあった多くの未発表の手紙 

：や草稿を用いて辑かれたものだが. 1 2章中 4 章がウ)レ 

ストンクラ一フトに関する章にあてられ，ウルストゾ 

ダラーラト研究としても丨i j期的なものであった、。そこ 

で用いられているのは, メアリが妹のェヴi り，ナ， 

土リザベス（ビショッブ夫人），ジョージ• ブラッ’ ド.ジ 

ョンスン氏，ロウアン氏に苑てた手紙.またファニィ 

がェヴX リーナに， ビショップ夫人がェヴ：n リーナに 

宛てた手紙，およびメアリとゴドウィンの間の手紙，

ゴドウィソの日記，メアの娘の記録などで，特に別 

居結婚を試みた;i i人の阓の.乎紙が興味深い。 a  k . ポ 

一ルの業婧について，E. R .ぺネノじは次のように;評価 

している。‘*年々メテリの書はあまり読まれなくなり• 

他の世代においては彼女の名前は知られなくなるだろ 

うという予言は，その通りになった。'しかし近年にお 

ける彼女の崇拝者キーガン• ポール氏は. 彼女のため、 

に熱心な努力を続けて, 彼女の性格を擁護L彼女の著: 

作に対する関心を高めることに成功した。彼女の也涯‘ 
についての入念な伝記と, 彼女を擁護する格調の高'/、 

言葉によって，彼は彼女の名声を芮び確立した。彼囟 

身が言っているように，「波女の死がら80年にして，彼 

女の实際の姿を兑ようとする人の眼に正当に彼女士;R  

そうとする其剣な努力がなれれた。j 彼の試みは成功 

した。彼 の 「ウイリアム . ゴドウインの生泡l i におい 

て語られているような彼女の悲し（、物語を’読んだf c と 

には，誰も彼女の道徳的な高潔さを疑うことはできな 

い。彼女に関する彼の叙述は，それにふさわしい注意 

をひきつけすこ, それが现われてから2 年後に. Mathi We 

B lind .嬢は，...iVew Q uarterly  丑 に お い て ，.::彼が, 

E 録した出来抑こついて简単に素描し，この善岚なの1 

にさんざん中傷された女性につ、て率直な評価を示し 

た ノ， ' :
ポール自身ほ，この軎に続いて三年後に，「遗稿集_( 

に含まれていたイムレイに宛てたメアリの手紙を出版

注(23) .. H,R. James, Mary Wollstonecraft, A Sketch, 1932, p. 171.
( 2 4 ) ャリけ、;■ Ruth B. Mant/zと共将で，やはり亡き詆の思い出The Life of K. Mansfield. 1933.を窗き，また架の遗

稿染を出している。丨 -
( 2 5 ) .ポール以前のも’のと.して， British Museum .には 0ア the Charatter and Conduct of the late Mary

Wolktmiecfaft Godwin, founded on Principles of Nature and lieasrn, as apptied to the Peculiar Circumstmices oj 
her Case, in a Series of Letters to a hady, 1803.がある。著者は不明だか，.今1:1就;^でも得ると.ころか多いとわ 

.れている。Cf. H, R. James, op. cit； pp. 166-7.
(26) E.K. Pennoll, op. c it, p. 4.

43(395)
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メアリ • ウルストン■クラ一フトの伝記につI 、て

してそこに熱烈な序文Pす げ Memoir to M ary 

Wollstone&raft's Letters to Im lay、1 8 7 9 .を書いている。

ゴドウィン以後において，メアリについてcp本格的 

な， しかも女性の手になる最初の伝記は， Elizabeth 

, Robi ns Pennell, M ary Wollstonecraft Godwin, in 

E m inent Woman Series, edited by John H* Ingram, 
1 8 8 5 .であった。これは，主にゴドウィンの「思い出」

と• ’ポ一ルの「ウィ \ )アム • ゴドウィソ」とイムレイ 

への書筋集につけた序文により，メアリの著作とその 

時代の研究によって補ったものである6 これは初めて 

メアリを女性解放思想として評価しようとしたもので， 

「女性の権利擁護j の後版 （in England, by, Mrs. Henry 

Fawcett, 1891，in America, by Mrs. Pennell, 1892) を出 

すのに貢献したが，ポ一ルの書と问じくやや弁護論的 

過ぎて, 1 “ ヴィクトリア時代にお好るメアリ•ウルスト 

ンクラーフドの崇_ 者たちの見方は非常に高尚なので， 

やや靈の上の亦在にしているのではないかと疑わなけ 

- れげならない, ” といわれている。

7

' ウルストンクラーフト研究にあたっては，著作や伝 

記と並んで道要なのが彼女をめぐる手紙である。メア 

リは手紙をよく保存していたようで，彼女のもとへ来 

たものだけではなく，他人にあてた毛のも返却されて 

•持っていた。ゴドウィソはメ 7 リの死後「逍稿集」に 

よって“メアリがイムレイに宛てて書いた一連の苦闘 

め手紙を公開した师に，彼は序文において，この街简 

集 は ‘これまでに世に見られた感怡と情熱の言葉の中 

でも，最も素咕•らしい例を含んでいることがわかるで 

.あろう，と論じた/ だが当!^は恋文を公表するという 

'例はあまりなかったし，亡き棄の先夫に対する手紙を， 

.しかも先夫の生存中に発表したために世の非難を招い 

たことは, ] H丨J述したとと^)である。この中には，イム 

レイに宛てた手紙7 7 通 , ジa ンスンに当てた字紙16 

:通が含まれていて，そのうち，イムレイに宛てたもの 

’は，Letters to Gilbevl Im lay with P refatory Memoir by 

C U a u l としてt l 879年とWO8 年に再ひ*出版された。

ゴドウィンとメアリの間の手紙は,二人の思想家の 

間の愛惝の交流というばかりでなく,結婚後も別屈し

注(27) ‘ G, R. Prcedy, op. ciLt ' pt 310.
(28) Gddmn & Afaryt ed. by U, M* Wardle, 1967, p.
(29) Ibid” p. 7.
(30) Ibid” pp. v-vL 

'  {31) Ibid., p，vi‘

—  44(396)

て通信をかわしたという特異な事情からしても興味深 

いものである。 ウォードゥルによれば，.4‘彼自身の .メア . 

リへの手紙, 彼への彼女の手紙を，彼は発表しなかづん 

.しかし，そ© 手'麵ほ多 ..くめ読者.にとっそ，ィム'レイへの 

手紙以上に感動的なごとは她かであろう。 というのは, 

それらのうちに，空しぐ叫んでいる一つの声ではなぐ , 

親しく言葉を交わしているニつの声一一二人の全く遠 

った人，共に生まれつき独立心が強く，共に個人主義的 

で， しかも努女の間の您愛がまさにそうあるべきもの， 

す：̂わち火のよらな情熱の瞬間によって 高 め ら れ た  

優しいいぢわりと互いの尊敬をことごとく含んだ恋愛 

を除々に深め 'o っある二人の一を聞く  ニ人q 人間を， 

一対の未婦にとかす恋である’，。だ が ゴ ドウィゾは， 

二人の問の手紙 1 6 2通を公表せず， ウォードゥルによ 

れば,日附を入れその順〖こ揃えて保存した。 ゴ ドゥィ 

ンの死後， これは娘のメアリ . シ i リの手に移り，そ 

. の死後はその子のPercy S h e lle yのも .とへ移り，さ.ら 

にその死後は， これは兰つの部分に分かれて，ニ*部は 

Bodleian Library .へ，他の一部は P e r c y の相続人.に 

移ってから ,Bo#丨cian L ib raryへ , . .残りは Lady.Sh6lley 

のめいで 5 (11： A b in g e t卿の毋である Bessie Florence 

(Gibson) S carlett，の .もとへ納められた。 この第三番目 

のものは，手狨とゴゼウインQ 日記からなり.現在で 

は 8 世 A b ih g er卿の家である Cleea H a l lに保存され 

て、冬。ただしゴドウィンが持っていた1 6 0通のうち 

で，9 通 は A bingor卿の ..コ_レクシヨンからなく .な.って 

おり，また番号も日附もないものが2 通右) る。 .

これらのうちで, 3 2通は, しばしば不JH確ながらも 

ポールの書発表されており，、4 0 通以上が,部分的な 

ものを食やセ，ウオ一ドゥ.ルの .〔•メアリ，ウルス,ト.ンク 

ラ一フトj の中に含ま'れている。またいぐつかはK. N. 

C am eronの編集したShellep and his C ir c leの中にも 

ポされている。..だが 1967',宇に至って，Godwin & Mavy, 

Letters o f  W illiam, Godwin and M ary Wollstonecraft, 

edited by R^Iph M. "V^ardleが出版されて/初めて公 

表される7 6 禅を含め， Z1み の 書 節 は そ の 峑 藐 を ' 

明らがにした。“それ咚燎くべき完全な通であって. 

いくつかの伝記的研究と共に,とこにウルストゾクラ 

ーフト研郊の新しい段階が始まったといえよう•
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海外における1法人!税転嫁の実証分析

K - M モ デ ル の 西 ド イ ツ と イ ン ド に お け る 適 用 .

古 田 精 司

ま え が き

Krxyzaniak &  Musgrave .が共同' 開発した法人税. 

転嫁分析のための計量モデルは，当然のことながらま 

ずかれらの母国であるァメリ力め製造業を中心として 

適用された。っt 、で筆者により同モデルはわが国の製 

造業を中心として適州された。 しかし同モデルはi] lに 

日米にとどまらず西ドイツおよびインドにおいても適 

用されるに利っている。ことでは前半で西ドイツにお 

ける同モデルの適用結巣を，後半で同じくインドのそ 

れを紹介し，併せて日米における適用結果との異闶1  

比較 • 吟味するととを目的とするi したがって論点の 

中心はモテつレ自体よりも推宠結來そのものの：̂合性に 

おかれることになろう。

(1) 西ドイツ法人税の発展と転嫁分析
い ' . '

西ドイツの法人税辟嫁に関する実証分析はァメリ力 

のロスカンプ（K arlW . Roskamp)により実施された。 

かれはKHVIモデルを西ドイツに適用するに先立って，

戦 後 （I949〜1%2年）における西ドイツ法人企橥の発展 

を素描しているので，ことでは転嫁分析に関迚するか 

ぎりでの西ドイツ法人課税制度の特質を若干補足を加 

えながら要約して却こう。

ロスカンプによると；戦後の西ドイツ法人企業は総 

% とそ2100から2400の間の変動に留まったが，その発 

展は著しく急激であった。法人企業の高度成長を総资. 

産額でみると, 1949年に総数 2 0 6 1の法人企業が264 

億マルクを保有していたが, 19 6 2年には 1 9 3 3の法人 

企業が 1奶3 億—ルクを每有するに到った。 同じく商' 

已資本額についても16 8傯マルクから4 7 4億マルクへ 

と著しい梢犬を示している。种利潤も戦後しばらくは 

税法上の優遇措® も手伝って比較的低位に留まったが， 

I962年には総数1933の法人企業で3 3億マルクの水準 

に速’した。 法人企柒による減価潰却弓 |当金額も i949  

年では I5 倍マルクにすぎなかったが，1962年には93: 
億マルクにまで违し，これは資本ストツクの生産性を 

維挣するために更新投资がV、かに急激に行なわれたか. 

を物語ってい ,る。 . '

ところで問題は西ドイツ法人企業が支钇った法人税 

額である。西ドイツ速邦統許局の調杳によると，法人

注（1 ) 木搞の月的は四ドィツおよびィンドに適用されたK -M モデルの袖定姑果の紹介ならびに批判および日. 米の去れと. 
の比較にある。西ドイツの転嫁推定に閲しては，' KarL W. Roskamp, "Tho Shifting of Taxes on Business Incdhie； 
*The Case of West German Qorfiofations,，’ N a t. Tax. J ,,  Sept. 1965,18, 247-57，インドのそれに関しては，Gurdiarart 
S. Laumas, “The Shifting of the Corporation Income T^x—A Study with Reference to Indian Corporations, 
Public F in a n te /F .R ,  No. 4/1966, 462-73を参照。K-Mモデルの構成および論理構造の詳細については，M. Krzyzaniak 

& R.A. M usgrave〔4〕，または成丨丨丨姑巧〔1〕を参照。本稿では転嫁キデルのポイントにのみ触れるに留めた。なおK-Mモ 

デルは力ナダの毕人税転嫁分析にも適用され完全転嫁という帰結を導出しX ぃるがここではとり上げなかった4 B .G. 
Spencer, “The Shifting of the Corporation Income Tax in Canada/* Can. J . £fcon.,.Fob. 1969, 2 , 21-34 参照。

. …（2 ) ’ 西ドイツ法人税法によると，企舉形脑別に，資本会社(Kapltalgeaellschaft), 株式会社(Aktiengfesellschaft), 株 

式合資 1会社 (Kommanditgesellschaft),朽限3父任会社(Gesellschaft mit boschrankter Haftung) 等が法人税め納税 

教務が課せられる《 これに対し個人企業，合名会社 (Gestillachaft 6丨tier oflfonen Haiidelsgeeellschaft〉，合資会ネヒ 

(Kommanditgesellschaft)等には所沒税が課せられる• A, lU d le r〔6〕p； 5 0 ,佐藤進〔8〕p. 18 7 .参照，

. .  . . . . : ^  45  W )  - ~ ~ - : . . .
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